
、4aron'sRod論 象

"singleneSS"に つ い て

山 田 晶 子

序

1921年 に完成 され1922年 に出版 されたD.H.Lawrence(1855-1930)の

Aaron'sRodは,こ れ まで研究者 や批 評家の 間に様 々 な問題 を提起 して き

た。 この小説の欠点 の 一つ と して,な ぜAaronが 妻 子 を残 して突然家 出

をしなければな らないのか理由が分か らない し,小 説 の末尾で彼が一 人っ

きりになって しま うが そのこ とにどんな意味 があるの かが分か らない,ま

た フォームが欠落 している し話が非現実 的である等,芸 術作品 としての欠

陥 を指摘 され て きた。

Lawrence自 身 は,1921年10月8日 のSelzer宛 の 手紙の 中で この小説

のテーマ は 丁加Rαf助o鳳w伽8ηinLoveの テ ーマ につ なが るものであ る

と述べ ている。

ItisthelastofmyseriousEnglishnovels‐theendoftheRainbow,

Woη2θ π 伽Love-Ithadtobewritten-andhadtocometosuchan

end."

五
六

なるほどこの小説 には形式上の問題点はある。 しか しそのテーマは作者
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の述べている通 り重要な ものであ る と思われる。

WomeninLoveに お い てBirkinに よ って唱 え られた 「星の均衡」,「人

間の真の生 には言葉が不必要であ り,象 徴的な意味での死 が必 要であ るこ

と」及 び"singleness"(「 単 一・性」)の 思想2)は,Aaro7i'sRodに お い ては

いっそ うつ きつめ て考 え られ てお りこの小 説 はLawrenceの 思 想の発展

を知る上で非常 に重要である。

"WhatIwantisastrangeconjunctionwithyou
‐"hesaidquietly:

" ‐notmeetingandmingling;‐youarequitetight:butanequilibrium
,

apurebalanceoftwosinglebeings:‐asthestarsbalanceeach

other.'"

五
ゐ

WomeninLoveの 世 界 と同 じくAaron'sRodの 世 界で も人々 は機械文明

の 中で 自意 識 に苦 しめ られspontaneityを 喪 失 してい る。Lawrenceの

spontaneityを 取 り戻 したい とい う思いがAaronの 家 出 によ り具体 的 に,

そ して彼 を導 くLillyの 理 論 づけ に よ り小 説 化 されて いる。"singieness"

とは 人間がで きるだ けspontaneousな 存 在 に帰 るため に必 要 な状態 であ

り,Lawrenceは そ のsingleな もの を人間の真の 自己 として捉 えてい る。

真の 自己 は,彼 の小説 にお いては たびたび"demon"あ る いは"devil"及

びそれ と同質の た とえ方 を されているが,Aaron'sRodに おい てはそれが

特に著 しい。"demon"等 は キ リス ト教 の敵で あるので,Lawrenceは 特 に

、4α70」廊Ro4に お い て人間 をdemoniacな も のにた とえる ことによ り,彼

が当時生 きて いたキ リス ト教 社会の批判 を行 っている もの と思 われ る。

demon等 以 外 に もフ ルー トを初め として様 々な象徴が 関連 し合 って,

Aaronが"singleness"を 達 成す るテーマの ため に機 能 しているが,こ の

小説中で中心 的象徴 はLawrenceの 異教 世 界志 向 を示 してい る ように思

われる。彼 が この小説 でなぜ再 び"singleness"を 追 求す る こ とにな った
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Aarrni'sill論

のか,ま たその特質は何なのかを,小 説中の様 々な象徴 と関連させて考察

してみようと思 う。

1.Lottieの 愛

この小説 の第二章"Roya10ak"に お け るAaronの ク リスマス イプの突

然 の家 出 につ いて は,Aaron自 身 もその理 由が 明確 に分 か らないが,第

九章 の"Low-waterMark"に お いて インフルエ ンザ にかか って ひん死の

状態 に陥 るAaronがLawdonLillyに よ って超科学 的な方 法で救 われ た

時 から,言 葉で理論づ け はで きない なが らもAaronは 自分 の家出の原 因

を悟 り始 め る。LillyがLawrenceの 代 弁者 とな りAaronの 心 境 を読者

に説 明す る。LillyはAaronが 新 生す るた めの 導 き手 で あ るが,Aaron

自身 もLawrenceの 分 身である。

Aaronの 家 出の 原 因は何 であったの か。 そ れは彼 がspontaneityを 喪

失 した状態 に追 い詰め られて いたのだが,僅 か に残 って いた彼の最後 の

spontaneousな ものが彼 を家庭 か ら脱 出 させ た とい うこ とであ る。Aaron

自 身,第 十^二章"Novara"に お いて,Franks卿 夫 妻 の家 で,人 間が生 ま

れた り死んだ りす るのが 自然なように 自分 が家 を出 たの は自然 にであった

と述べてい る。

では,彼 を家出 に追 い込 んだその家庭 とはどんな ものであ ったのか。 そ

の家庭 は,Aaronを してそ れを振 り返 れ ば 「塩 の柱 」 に なる と思 わせ る

程悪徳 に満 ちた もの として旧約聖書 中の 「ソ ドム とゴモ ラ」 にた とえ られ

てい る。 このた とえはLawrenceの 当 時の キ リス ト教 社 会 に対す る痛烈

な批 判が伺 える一一例で ある。Lillyは 第 二十章 の"TheBrokenRod"に お

いて次 のよ うにキ リス ト教 を批判 してい る。

五
四

Theidealoflove,theidealthatitisbettertogivethantoreceive,
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theidealofliberty,theidealofbrotherhoodofman,theidealofthe

sanctityofhumanlife,theidealofwhatwecallgoodness,charity,

benevolence,publicspiritedness,theidealofsacrificeforacause.

theidealofunityandunanimity‐allthelot‐allthewholebeehive

ofideals‐hasallthemodernbee-disease,andgoneputrid,stink-

'3)
ing‐....

Aaronの 妻 のLottieは,キ リス ト教 の愛 の思想 をAaronに 強 要す るの

で あ る。Aaronが 彼 女 に彼 の 全 て を明 け 渡 す こ とを強要 す る。Magna

Materと して の負 の側面 をLottieは 露 わ にす る。彼女 の 「愛 が全 て」 と

い うキ リス ト教 の偽 善性 が,Aaronの 次 の言葉 に表れてい る。

Eventheinfernalloveandgood-willofhislife.Tohellwithgood-

will!Itwasmorehatefulthanill-will.Self-righteousbullying,like

poisongas!4)

"infernal"は 「地 獄 の 」 あ る い は 「悪 魔 の よ う な 」 と い う 意 味 で
,「 愛 」

はAaronに と っ て は 苦 し み 以 外 の 何 も の で も な い の だ 。 ま た 妻 の 存 在 は

"th
efemalewillsodiabolical,"5}"therewasherterriblewi11,1ikeaflat

coldsnakecoiledroundhissoulandsqueezinghimtodeath."6)と 表 現 さ

れ,Lottieの 「悪 魔 性 」 が 強 調 さ れ て い る 。 そ し て 第 四 章 の 「塩 の 柱 」 で

Aaronは 妻 の 面 前 に 姿 を 現 した い 衝 動 に 駆 ら れ る が,そ の こ と は 「悪 魔

に 誘 惑 さ れ る よ う に 」 と表 現 さ れ 「家 」 へ 行 く こ と が 地 獄 へ 行 く こ と を 意

五 味 し て い る 。 一 方 で,Aaronに 面 会 し たLottieも 彼 の こ と を"evilas

youareatthebottom.You'reevil,that'swhatitIS-andweak."7,と

Aaronの 「悪 魔 性 」 を 強 調 す る 。 「悪 魔 性 」 はLawrenceに よ り肯 定 さ れ

り

る面 と否定 される面 の二面性 を有 している。

ThePrincessに お い て娘Dollyを 王 女 と呼 ぶ父親Collinは 玉 ね ぎの皮
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Aarmt'sRod論

をむ くように人間の皮相な面(家 柄,学 歴,財 産等)を どんどんは ぎ取 っ

てい くと中心部 に緑色の悪魔がいて他 の ことには全 く無関心である。 それ

が 人 間 のreal-selfで あ る と述 べ て い る8)が,こ の 「緑 色 の 悪 魔」 は

AaronやLillyに 託 してLawrenceが 求 め る"singleness"に 該 当す る と

思 われる。Lillyはdark,littlemanでdevilが 存 在 す ると述べ られている

ように,新 生 を目指すAaronや 彼 を導 くLillyの"demon"あ るいは"dev・

il"は キ リス ト教社会の偽善性 を批判 し新生 を求め る ものでLawrenceが 肯

定する ものである。

一・方で偽善社会 を代 表する一人のW
.Franks卿 は 「悪魔 の ような言い

方」 をする とか 「恐 ろ しい鉄の ような悪魔」,「鉄の 機械 に潜む悪霊」 と表

現 され,JimもArgylleも 「悪魔 のよ うな顔」の男 と して表現 され,デ ル ・

トー レ侯爵婦 人 も"likeademon"と 表 現 されて い る。これ らの 人々は富

に しがみつ き古 い愛 の観念 に束縛 され て いるのでLawrenceに よ って否

定 され てい る人物 である。Aaronは 裕 福 なFranks家 に滞在 してい なが

ら上品 な小 さいテー ブルを窓の外 に投 げ出 して しまいたい悪魔 に似 た感情

に駆 られる。ThePrinessのCollinは 「悪魔 には偉大 なもの と卑 しい もの

が い る」9)と述べ て いるが,Lawrenceの"demon"と い う表現 にはcrea・

tive,spontaneousな 肯 定的 な意味 と古 い もの に しが みつ いた り人 間の偽

善性 を意味す る否定的 な側面 との両面があ る。

さてキ リス ト教社 会の一単位 と してのAaronの 家 庭は"Astarkwhite

incandescentlightfilledtheroomandmadeeverythingsharpand

hard"lo♪ と書 か れ,WomeninLoveの 雪 の 白色 の よ うに 白い 光がLaw-

rence的 否 定的存在 と して登場 してい る。Lottieは そ の家庭 で"highim-

perativevoice,"1D"insistedthevoice,"12)"awoman'spiangentvoice"13)

等 と表現 される ような耳障 りな声 を上げる。あ る批 評 家はAaron'sRodに

はLawrenceの 他 の作品には見 られない静 けさがあ る と述べているIA)が,

家 出 を したAaronの み にその言葉 は当て はま り他 の 人々は騒 々 しい。そ

一5一
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してAaronが フルー トを携えて放浪するように快美な音 と不協和音ある

いは雑音が対比 されて小説の全篇に音が溢れてお り,音 のイメジャリーは

この小説において重要な機能を果たしている。

Aaronは 上着 を着る暇 もなくクリスマスツリーのセッテ ィングへ とせ

き立てられる。彼は体に寒さを感じ家の中もすきま風が入って来て寒い。

人間が 「悪」 を内包す る存在の例 として,Aaronの 二人の子 供Mil-

licentとMarjoriが 示すクリスマスギフ トへの物欲があげ られる。 また

Millicentが 美 しい青い玉 を壊れるか どうかを試 してついにそれを壊 して

しまう。

"
...alook,halfofpuremiseryanddismay,halfofsatisfaction,on

herprettysharpface."15)

ここで幼い子供の頃か らすでに芽生える 「悪」の心理状態 をLawrence

は見事に描き出 している。青い玉はもともとAaronが 所有 していたもの

であったので,そ れが壊れることは皮肉にも 「古い」Aaronが 破壊 され

て新生するためのきっかけであると読める。その一つの具体的な表れがロ

イヤルオークでAaronが 楽 しめないことである。

Acold,diabolicalconsciousnessdetacheditselffromhisstateof

Semi.intOxiCatiOn.16)

五 Aaronは ロイヤルオークへ行った後,家 庭の方向へ戻ろうとしたが,

その方向には悪魔がいたと書かれている。Aaronの 家庭は 「悪の巣」な

のだ。かくしてAaronは 家庭へ戻ることは止めて放浪を始める。Aaron

の家のクリスマスツリーにはろうそくが欠如 しているため火が点らない。

このように彼のクリスマスイブの家出はキリス ト教で最 も大切な儀式が侮
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ら れ て い る こ と で あ る 。Aaronを 放 浪 へ と駆 り立 て た も の は 彼 の 内 部 の

"i
nvisibleblackdog,"'""adevilishlittlecoldeye,"181"selfishdemon"191

で あ る 。 こ のdemon,devi1的 要 素 がAaronの 真 の 自 己 な の で あ る 。

Aaronの 新 生 へ 向 か っ て の 放 浪 が 始 ま り,彼 が 立 ち 寄 っ た シ ョ トル ハ

ウ ス で は 生 き て い る 木 に ろ う そ く を 点 し,そ の 時Aaronが 登 場 す る 。 読

者 はAaronが 「神 」 と し て 登 場 した か の ご と く印 象 づ け ら れ る 。 こ の 場

面 は 後 にLillyがAaronに 「君 は 生 命 の 木 だ 」 と 述 べ る こ と の 伏 線 に な

っ て い る 。 シ ョ トル ハ ウ ス の 人 々 は 言 う。"Weoughttodoaritualdance

!""01"Weoughttoworshipthetree."'一"

∬.Lillyと"singleness"

"
singleness"こ れ は個 人的な レベ ルでは女性 の支配,主 導権 を離 れ

男性 が 自己 を取 り戻す ことであ る。 たとえばJimBricknellは 常 に 「愛 」

に飢 えて いて そ れが な い と死 ぬ と言 う。Lillyは 彼 を"it'snothingbut

loveandself・sacrificewhichmakesyoufeelyourselflosinglife."221と 言

って忠告 を与え るが,二 人は水 と油 の ようにな じまない。Jimも"looking

likeaChinesedragon,diabolical"23}と 表 現 され るが,彼 はAaronと 違 っ

て新生 に入 らず,"singleness"を 得 るこ との ない否定 的 タイプの男である。

AaronはLillyと 出 会い,イ ンフルエ ンザ に罹 っていたのを介抱 されて

救 わ れ る まで は 「死 体」 の よ うで あ る。 彼 の 病 気 の 直 接 の 原 因 は

Josephineと いう負の存在 としての女性の誘惑に負けたためであるが 真 蓋

実の原因は心の状態にあった。 ○

Cold,withawhitefuryinsidehim,hefloatedwide-eyedandapart

24)asacorpse.
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'T
mnothingbutapieceofcarrion."2:a)

しか し,TheEscapedCockの 「死 んだ男」 が イシスの女 によって甦 え

るの と同 じような方法で,AaronがLillyに 肉体 の傷 を完全 にいや された

ように その心 もLillyの 感 化 に よ って甦 っ てい く。Lillyの 言 葉 はThe

EscapedCockの 「死 んだ男」 のそれに似ている。

"Amansh
ouldremainhimself,nottrytospreadhimselfover

humanity."26)

Lillyは キ リ ス ト教 で 言 わ れ る 「与 え 過 ぎ る こ と 」 の 恐 ろ し さ を 警 告 し

て い る 。 「死 ん だ 男 」 は 自 分 が 肉 体 一 個 の 領 域 の み と い う こ と を 破 っ て 人

類 に 自 己 を 与 え よ う と し た た め に ひ ど い 仕 返 し を さ れ た の だ と悟 っ て い る 。

Lillyは"Everybodyoughttostandbythemselves,inthefirstplace‐

menandwomenaswell."271"Butnothingisanygoodunlesseachone

standsalone,intrinsically.'⑳ と 言 っ てAaronを 教 え る 。"weare,

togetherandapartatthesametime"と い う 言 葉 は,WomeninLoveの

Birkinの"freedomtogether"と 同 じ 思 想 で あ る 。Lillyの 言 葉 はAaron

の 魂 に あ る 呼 び か け を した た めAaronは 新 生 へ と 導 か れ て い く。

四
九

Sofar,manhadyieldedthemasterytowoman.Nowhewasfight-

ingforitbackagain.Henceforce,hfesingle,notlifedouble.29〕

Lettherebecleanandpuredivisionfirst,perfectedsingleness.

Thatistheonlywaytofinal,livingunison:throughsheer,finished

singleness.30)

"singleness"は 男 の力 の回復 であ り
,強 制 されて行動 す るの で はな い
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spontaneousな 状 態 であ り,男 性 ばか りではな く女性 も必 要 とす る もので

あ る。男性 も女性 もsingleに な り得て こそ理想的 な結合がで きるのであ る。

病気か ら回復 して イ タリアの ノヴ ァラへ着 いたAaronは,あ る境 界線 を

越 えた と思 う。それは彼 の新生への旅 が一歩進 んだ ことを意味 している。

次 に"singleness"を 社 会的 な レベ ルで考 えるに当た り,再 びLillyの 言

葉 を引用 しよう。

Damnallmassesandgroups,anyhow.AllIwantistogetmyself

outoftheirhorribleheap:togetoutoftheswarm.Theswarmtome

isnightmareandnullity.311

"
singleness"を 得 ていない人間が集団 に含 まれ る と偽善 的にな り,機 械

の一一部 品の ようにな り,spontaneousな 存 在 ではな くなる。その集団の最

悪 の ものが戦争部隊 で ある。Lillyは,敵 を殺 した いが"aunitinavast

obscenemechanism"321に は な りた くない と言 う し,戦 争 とい う もの は

"mob -sleep"33)"mass・psyche"34}で あ ると言 う。Woη 繊 伽 加"6に おい て も,

否定 的存 在のGeraldは 機 械 の神の ようにな り,炭 鉱夫 は機械 の部品 の よ

うにな る。 またTheRainbowで はUrsulaの 恋 人 であ ったSkrebensky

は 戦 争 に 自分 を捧 げる こ と に生 きが い を見 出す タイプの男 だ っ たの で

Ursulaに 捨 て られる ことになる。集 団に入ってい て安心感 を覚 える人々は,

W.Franks卿 夫 妻 の よ うに金 に依存 してお り,こ の点 におい て もLaw・

renceは 彼等 を批判 している。Aaronは フ ルー トが壊れ るまで は半 ばは金

に惹か れ半 ばは反発 してい る。Aaronを 導 くLillyもTannyと う ま くい

ってい る訳 ではな くて悩 んでいるよ うに,個 人的 レベ ルで もまた社会 的 レ

ベ ルで も,"singleness"を 成 就する に当た ってのLawrence自 身 の迷 いが

伺 われ る。

Aaronは 「死ぬ」 こ とので きた人間であ った。Tl2eLostGirtでAlvina

四
八
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がCiccioに 「死」の体験をさせ られたように0ま た 「死んだ男」のように。

それは古い自己を,古 い価値観 を捨てることを意味 しているのだ。

皿.様 々 な象 徴 と"singleness"

Aaronがsinglenessを 確立 し新生 を果たす というテーマを明確にする

ために様々な象徴が用いられ,そ れらは配いに有機的な関連を持 っている。

そ してこれらの象徴は,作 者がキリス ト教 を批判する結果として異教的要

素を持っている。

(1)mask

「マ ス クは偽 りの 自己で あ る」 と第十 三 章 に書 か れ て い る よ う に,

"mask"は 真 の 自我 を覆い隠す ものの象徴で あ り
,Aaronは"mask"を こ

なごなに壊す こ とに よって"invisible"に な る。Aaronが 蘇 生す るのに対

してFranks夫 妻 や その取 り巻 き達 は内面が 死 にか か ってい る。Aaron

以 外 の イギ リス人や イタリア人は 「真 の 自己」 を知る こと,そ れに直面 す

ることを恐れ,紐 で 中身が見 えない ように しっか りと包 まれた紙包 みの よ

うに自意識 に満 ちている。spontaneousの 反 対の状態 にいる。

(2)は じけた栗の実

四
ヒ

栗 の イ ガ が 偽 り の 自 我 で あ り 中 の 実 が 真 の 自 己 で あ る 。Aaronは,

"tumbl
edfromthetreeofmodernknowledgeandcrackedandrolledout

fromtheshellofthepreconceivedideaofhimselflikesomedark,night-

lastrouschestnutfromthegreenostensibilityoftheburr,helayasit

wereexposedbutinvisibleonthefloor...."351と 書 か れ て い る 。 こ れ は,

T'ieRainbowの 中 でUrsulaが さ や か ら 出 た ド ン グ リ の 核 の よ う に 真 の 自

己 に 目覚 め る と い う表 現 と 同 じで あ る 。「栗 の 実 」は 「夜 の よ う に黒 く輝 く 。」
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Lillyの 目 に も他 人の 目に もAaronは 「白い人」("fair")で あ るが中身が

「黒 い」。 これ はロ レンス的 「血 と肉」の存在 を意味 し,男 性 的官能性の黒

さであ る。彼の悟 りは"notword-ideas"3ti'で あ り 「パ ンの神」 を連想 させ

る。1ルb,322ηit2Loveに お いて もBirkinはUrsulaと の 愛 において亙い を

理解する上で言葉 は必 要で ない と言 ってい る。

Aaronは ゜'mask"が 取 れ 「栗の実」 としては じき出 る と次 に示 されてい

るようにキ リス ト教 的愛の思想の偽 りを悟 る。

Thelastextremeofself-abandoninlovewasforhimanactoffalse

hehaviour・37}

Nowherealizedthatlove,eveninitsintensest,wasonlyanat-

tributeofthehumansoul:oneofitsincomprehensiblegestures.And

toflingdownthewholesoulinonegestureoffinalityinlovewasas

muchacriminalsuicideastojumpoffachurch-toweroramoun-

tainpeak.381

Aaronが1吾 る真 の 自己 はLawrenceがTheRaiazbowで 描 きたいと述べ

た`'anotherego"で あ り,こ こにUrsulaとAaronの 共 通点 が見 られる。

か くして彼 は新生 を始め る。

SoAaron,crossingacertainborderlineandfindinghimselfalone

completely,acceptedhislonelinessorsingle-nessasafulfilment,a

stateoffulfilment.39)
四
六

こ こ で 分 か る の は 真 の 自 己=singleness=dark,blackで あ り,spon-

taneousで あ り,そ れ は ま た"demon"と 呼 ば れ て い る と い う こ とで あ る 。
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(3)eagles

W.Whitmanの 詩 ら゚DallianceofEagles"を 借 用 してLawrenceは 男 女

の愛の均 衡 を述べ る。w備 ρη伽 ムω召の 「星 の均 衡」 と同 じ思想 である。

Twoeaglesinmid-air,grappling,whirling,comingtotheirintensi-

ficationoflove-onenessthereinmid-air.Inmid-airthelovecon-

summation.Butallthetimeeachliftedonitsownwings:eachbearing

itselfuponitsownwingsateverymomentofthemid-airlovecon-

summation.Thatisthesplendidlove-way.40'

この 鷲がJupiterを 意味す る とい うことはこの引用だ けか らでは引 き出

せ ないが,Aaron'sRodと い う小説全体 に溢 れ る異教 的 シンボ リズム と関

わらせ る と鷲はJupiterの 意味 を内包 している と思 われる。 第十八 章で,

Aaronの フ ル ー トのおかげでNanが 歌 を歌 え る ようにな りAaronは 男

としての欲望 を"Jove'sthunderbold."4D"thepowerfulmalepassion"42}と

感 じ,そ の膝 は 「異教神の膝の よう」であ った と書か れている ことか らも

明 らかであ る。

(4)虎

羽
涯

虎に属す る象 徴 は肯定的 な意味 と否定的な意味の両方 を持 っている。軍

人であ ってAaronへ の 態度が横柄 なRobertは ラ イオ ンとか大 きな猫 に

たとえ られ てい るが,こ れ は古 い世界 に属する人間 を指 していて否定的 な

意味 を持 つ。Franks家 の 暖炉で燃 える丸 太 はAaronに は豹 や ラ イオ ン

に映 じるが,こ の場合 も金や偽 りの名声に凝 り固 まった古 い世界の 人間 を

示す否定 的 な象 徴であ る。

一方Aaronが ノ ヴァラでFranks家 の 窓 か ら眺 める アルプスの山並 み

も"marvellousstripedskypanthers""31と 表 現 され る が,こ の 場 合 は
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Aaron'sRod論

AaronがLillyに よ り啓 示 を 受 け た 後 で,彼 は そ の 山 並 み か ら"...felt

himselfchanginginsidehisskin."・14}と 思 う よ う に,「 男 性 の 力 」 の 象 徴 と

な っ て い る 。

次 の 章"WieesIhnenGefalit"に お い て は 同 じ ア ル プ ス 山 脈 は"the

tiger・likeAlps"45ノ と 表 現 さ れ て い る 。TwilightinItalyで,Lawrenceは

「虎 」 は,精 神 を 「血 と 肉 」 の 世 界 に 仕 え さ せ る も の の 象 徴 と 述 べ て い る 。

Aaronが ノ ヴ ァ ラ で 感 じ る 「虎 」 の イ メ ー ジ も こ の よ う な 男 の 力 を 秘 め

て い る 。

...themagnificentsnowdomesoftheWildAlps...46)

...Thesemagnificentfierce-gleamingmountains....47)

(5)ユ リ

Aaron'sRodで はAaronが 訪 れ た フロー レンス とい う都市はユ リの花

に象徴 され,Aaronに とって この都市 は 「男 の町」である と感 じられる。

このユ リは白いユ リで はな く赤いユ リであ り,棘 のあ る,ま た虎の縞模様

のあるtiger-lilyで あ る。白いユ リは フロー レンス の紋章で,画 家エル ・

グレコのr受 胎告知』 の聖母マ リアと共に描 かれてい るように聖母マ リア

の象徴 であ るが,赤 いユ リは 「血」,「生命」 の色 で あ り,Lilyと い う響

きはLawdonLillyの 「リリー」 と関係 してい る。「男の町」 フロー レン

スには"devil"が い るとArgyleは 述べ る。

四
四

"ThedevillookingoverLincoln
,"saidLillylaughing,glancingup

intoArgyle'sface.

"ThedevillookingoverFlorencewouldfeelsack"saidArgyle
.

"Theplaceisfastgrowingrespectable ‐Oh
,pietymakesthedevil

chuckle.Butrespectability,myboy,arguesaseriousdiminutionof
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spunk."'181

"respectabilitジ は 「世 間体 ばか り気 にす る こ と」
,「 因襲道徳 にこだわ

るこ と」 とい う意味 で,Aaronが ノヴ ァラを見た時 イタ リアの無意 識

的な生 き方 もだ んだん機械 に占領 され,多 様性が画一性 に取 って代 わ られ

つつある と嘆 くように,フ ロー レンスの 「男性性」が だん だん減 じてい く

ことをLawrenceがArglyeの 口 を借 りて述べ ているのである。

(6)フ ル ー トと蛇

四

.9aroti'sRodに お い て最 も重要な象徴は,Aaronが 携 えて放 浪する フル

ー トであ る
。 この小説 に溢 れてい るの は 「音」の イメジ ャリで ある。「こ

の小 説の最 も深 い所 には静寂があ り,Lawrenceの 他 の作品 には見 られ な

い静 け さがあ る」19}とい う意見はAaronとLillyの 心 境 には当ては まるが,

二 人を取 り囲む社 会は実 に騒 々 しい。

第 一 章 で はAaronの 家 庭 はLottieの"highimperativevoice,""a

woman'splangentvoice"等 と表現 される ような耳障 りな音 を立て,青 い

玉が砕 ける音 が す る。Aaronの 家 の外 で は"Thehollowdarkcountry-

sidere-echoedlikeashellwithshoutsandcallsandexcitedvoices"5可Pと

騒 々 しく描 写 されて い る。 この騒音 の 中でAaronの フ ルー トの響 きは

"verylimpidanddelicate
,"Sly"thepure,mindless,exquisitemotionand

fluidityofthemusic"52〕 と表 され る。純粋で 自意識 がない甘美 なフルー ト

の響 きは"singleness"の 思 想 につ ながる ものである。神秘的な響 きである。

Aaronと 違 って新生が で きない 人々の社会 はLillyに よ り"beehive"531

とい か に もう る さい もの と して表 され て い る。 そ の他 第 三 章 の"The

LightedTree"に お けるJimの 神経症 的な 自意識 に満 ちた笑いの発作,第

五章"AttheOpera"に お け る歌劇rア イー ダ1の 二流芸術 の響 き,ロ ン

ドンのLillvの 下 宿で病気 にな って寝 ているAaronを 苦 しめ る戸 外の雑
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音,フ ロー レンスでの爆弾破裂音が騒 々 しい社会 を表 している。

Aaronの フ ルー トについて は,旧 約聖書 中の出エ ジプ ト記 中で,Moses

の 兄 のAaronの 杖 が蛇 に変身 した と記 されている。蛇 は創世記でAdam

とEveを 誘 惑 したSatanで もあ り,Lawrenceの 詩"Snake"で は 「追放

された死者 の国の王」 と表現 されている ように,キ リス ト教 にとっては敵

で ある。Aaronの フ ルー トはデ ル ・トー レ侯爵夫 人Nanの 歌 を甦 らせ,

その 音は 「正に純粋 な雄 なる もの」で ツグ ミの呼びか けの声 と表現 され,

natura1な 特 質 を表す。 それ でNanは 白 鳥 の よ う に歌 う,TheEscaped

Cockで は イシスの女 と結ばれ る 「死んだ男」は最終節 で木 にた とえられ,

その核 に 「金色の蛇」がい る と:書かれ,蛇 は肯定 的 な男性 の力の象徴 とな

っている。

Aaronは 音 楽 に携 わ る時 は悪 魔的 な気持 ちにな る と言っている。だか

らフルー トと蛇 と悪魔 は 「男性 の力」 を示す もの と して同 じ意味 を持 って

い る。 フルー トの音 はTheLadv6irdのDionys伯 爵 の 歌声やTheFoxの

きつねの匂いの よ うに非理性 的な ものであ り,人 間の無 意識に働 きかける

力 を持 ってい る。

しか し,AaronとNanの 性 的関係 が失敗 に終 わ ったの はLillyの 言 う

「男 も女 もまずsingleで な ければいけない」 とい う考 えにおける女 の側の

sing且enessをNanが 達 成 しない ままAaronと 性 交渉 を したためであろう。

TheEscapedCockで は,イ シスの女 もsinglenessを 達 成 していたため 「死

んだ男」 と理想的 に交 わる ことがで きたのである。

フルー トは第二十章"TheBrokenRod"に お いて アナ ーキス トの投 げた

爆 弾の ため壊 され る。 これ はAaronを 古 い社 会 と結 びつ けていたbond-

ageが 全 て決 定的 に壊 れ た こ とを示 している、LilleはAaronを 慰 めて

「また生えるよ。葦だ し水草だか らね。枯 らす ことはで きない」と言 う。「葦」

はパ ン神の笛 を連 想 させ る。 またLillyはAaronに 「君は生命 の木だ」

と も言 うが,「 生命の木」 は古代 の多 くの異教 世界 にお いて信 仰 され た も

,
期
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のであ り,Lawrenceの エ ッセ イ 「ア メリカのパ ン」の中 に出 て来 るパ ン

神の化身 と しての松 の木 と結 びつ く。

第二十 一章"Word"で はL川yはAaronに 「不死 鳥になれ」 と言 う。

"Yo
u'vegotaninnermost,integraluniqueself,andsinceit'sthe

onlythingyouhavegotoreverwillhave,don'tgotryingtoloseit.

You'vegottodevelopit,fromtheeggintothechicken,andfromthe

chickenintotheone-and-onlyphoenix,ofwhichtherecanonlybeone

atatimeintheuniverse.Therecanonlybeoneofyouatatimein

theuniverse‐andoneofme.Sodon'tforgetit.Yourownsingleone-

nessinyourdestiny.Yourdestinycomesfromwithin,fromyourown

self-form."

四

Aaronが こ こ まで達 す る以 前 に,彼 は夢 を 見 た。 ボ ー トに乗 った

"mask"と してのAaronこ と真の 自己で ある"invisibleAaron"が 登 場 し
,

"mask"の"invisibleAaron"は 三 度腕 を杭 にぶ つ けるが
,つ いに腕 を引

っ込めて,invisibleAaronは ホ ッとす る。夢 の 中で最後 に彼 は異教 の メ

キ シコ ら しき所 にや って来て異教の女 神の アス タルテの膝 に抱 か れた卵

鶏の小 さな卵数個 と"onesinglelittlerollofbread"の よ うな白鳥の

大 きな卵 を見る。 アス タルテの膝 の上の卵 は,Lillyが 述 べ ている よ

うに"singleness"を 達 したばか りの不死鳥 の卵 と してのAaronを 示す と

思 われる。 不死 鳥はエ ジプ ト神話の霊鳥であ り,「 不死」「永生」 の象徴 で

ある。卵 が 不死 鳥 に成長す れば,Aaronが 次 に結 ばれ る女性 は キ リス ト

教 的女性 で は な く,TheEscapedCock中 の イ シスの女 の ような異教的 女

性 であろ う。
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】v.結 び

LillyはAaronの 内 部か ら来る ものを良 しとす るが,キ リス ト教 では良

い ものは外 か ら来 るのであ り人間の内か ら生 じる もの は悪 い とす る。 ここ

にLawrenceの キ リス ト教批判が伺 える。

Lillyに はパ ン神 との共通性がある。彼 は糸杉が ま とう"demon"の 特 質

を持つ。

Greatlife-realitiesgoneintothedarkness.Butthecypressescom-

memorate.Intheafternoon,Aaronfeltthecypressesrisingdark

abouthim,likesomanyvisitantsfromanold,lost,lostsubtleworld,

wheremenhadthewonderofdemonsaboutthem,theauraofde-

mons,suchaslittleclingstothecypresses,inTuscany.55)

AaronthoughtofLilly'sdark,uglyface,whichhadsomethingthat

lurkedinitasacreatureunderleaves.ss>

Lillyの 言葉はAaronに は言葉 というよりは 「音楽」に聞こえる。言葉

はパンの死 と関連 している。偽善的な言葉が 「ぶよの群」とたとえられる

不協和音に満ちたキリス ト教社会を脱 し,パ ン神の笛が響 く古代異教世界

への志向がAaron'sRodに は存在する。Lillyの 姿はAaronに はビザンチ

ンのイーコンのように映るとも書かれ,Lawrenceは どの異教世界とも限

定 していない。

マタイ伝,マ ルコ伝 において十字架刑に処せられたキリス トはイバラの

冠をつけられ,葦 の棒(staff)で 打たれた。聖書では葦の棒は"staff"と

書かれているのみだが,葦 としてのフルー トはイバラを生 じた。キリス ト

が同胞から拒絶 されたように,イ バラのあ るフル ー トが壊れたことは

Aaronが 同胞 と決定的に分断されたことを意味 していると考 えられる。

四
〇
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そ して通説 で はキ リス トは32～33歳 で死 んだ と思 われてい る。Aaronが

蒸 発 した の は32歳 で 約 一 年 経 っ て彼 は"singleness"の 卵 と な っ た。

Aaron'sRo4の テ ー マ には キ リス トがTheEscapedCockで 異 教 世界へ甦

るテーマ の暗示 があ る ことが 多 くの異教 的 シ ンボ リズムよ り伺 え る。Lil-

1yの 意 味深長 な言葉 に よ り,こ の テーマ を締 め くくろ う。

...‐andI'msorryforanyChristuswhobringshimtolifeagain,

tostinklivinglyforanotherthirtyyears:thebeastlyLazarusofour

idealism.57)

九
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